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メロディを弾く
どの曲に取り組むときも、まずはメロディ部分を確実に弾けるようにしましょう

リズムがシンプルな曲を確実に

最初に取り組む〈きらきら星〉は、4分音符と 2分音符のみでできた、単
純なリズムの曲です。速くなったり遅くなったりせず、一定のテンポで確
実に弾けるように練習しましょう。

模範演奏

POINT
4 分音符 2つ分しっかりのばす

〈きらきら星〉のメロディを弾いてみよう！TRY!
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次に弾く音を準備する

一方の親指が弾いている間に、もう一方の親指は次に弾くピンまで移動し、
いつでも弾ける状態にしておくと、ミスを減らせます。慣れるまでは難し
いかもしれませんが、はじめのうちにぜひ習慣にしておきましょう。

11

44

親指の動きに注意して〈きらきら星〉の 5～ 6小節目を弾いてみよう！

22

33

TRY!

模範演奏

POINT
左手：G（ソ）を弾く
右手：F（ファ）を準備

・
・

POINT
左手：G（ソ）を弾いた直後 E（ミ）へ・ ・

POINT
右手：F（ファ）を弾いた直後D（レ）へ・ ・

①② ③ ④
写真
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伴奏をつけて弾く
両方の親指を同時に意識する必要があるので難しくなります。時間をかけて練習しましょう

伴奏がついてもメロディを意識

伴奏が加わってもメロディが不安定にならないよう、いつもメロディを意
識しながら伴奏を弾くようにしましょう。また、前ページで練習したよう
に、弾いていないほうの親指が、次の音の準備していることも大切です。

親指の動きに注意してメロディと伴奏を弾き分けてみよう！TRY!

模範演奏

11 22

POINT
この間に右親指がC（ド）からA（ラ）へ移動・ POINT

この間に左親指が F（ファ）からG（ソ）へ移動・

POINT
C（ド）を弾いたあとA（ラ）へ・

左手

右手

① ②
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メロディが難なく弾けた人でも、伴奏がつくと急に難し
く感じられるかもしれません。ですが焦らずじっくり取
り組めば、必ず弾けるようになります。
伴奏として加わる低音は、C（ド）と F（ファ）のみです。
また、3和音や 4和音が出てくる小節もありますが、こ

れも 2種類だけ。いったん覚えてしまえば、曲を弾く流
れの中でも焦らず弾けるようになるでしょう。
ゆっくりのテンポから始めてみて、つまずかずに通して
弾けるようになったら、少しずつテンポを上げていって
ください。

ONEPOINT LESSON

きらきら星
フランス民謡 模範演奏

難易度 ダミーダミー
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模範演奏


